
































『勇気ある少年の話』を
演じてみて

今 思うこと

そして
これからの自分



『勇気ある少年の話』を、

4人で演じてみることによって、

「いじめ」に対する考えが変わった。



前までは、
自分がいじめられたり、

人を傷つけたりしていなければ

いいと思っていただけだったが、



人をいじめたりしなければ
よいのだけではなく、

周りの人達（友達）が、

今、どんな気持ちに
なっているのか

考えるようになった。



だから、

自分から

積極的に
いじめをおこさないためにも

明るく楽しい学校に
していきたいと思った。

児童Ａ



いじめはあってはいけないし、

いじめられている人は

すごいつらいと思う。



これからは、

いじめている人、
いじめられている人がいたら

助けます。



そして、いじめは一つの言葉から
始まるので、

もし、空気が悪くなったら、

また、
この話のように

悪い空気を直したいです。
児童Ｂ



僕は、この勇気ある少年を演じて、学校で
は、右側通行や廊下を走らず歩く、朝は「お
はよう」「おはようございます」など声かけなど
にも気をつけて行動してきました。



また、学校の行き帰りの登下校の時や、遊
びの時に、声をかけてみんなが平等に
遊べるように気をつけるようになりました。

家の近くの人とあいさつをするようになりま
した。

児童Ｃ



ものすごく
いじめられている子を

一人で助けるというのは、
勇気のいることだと思う。



けれど、
その自分から
助けるということを

全校のみんなに伝えたいし、

僕は、そこを伝えられるように、

劇でも、最後に言う言葉も
気持ちを込めて言いたいです。



そして、
劇が終わってからも、

学校のリーダーとして、
いじめをなくすために、

まず、他学年との交流から始め、
いじめのようなことがあったら、
積極的にいじめられている子を
助けられるような
自分になりたいです。 児童Ｄ






























































































































